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はじめに

IEC（International Electrotechnical Commission: 国
際電気標準会議）では複雑に組み合わさったシス
テムのシステムに標準化に対応するべく2014年に
二つのSystems Committee (SyC)を設立した。SyC 
AAL (Active Assisted Living)は2015年3月にSyCと
して第一回会合を開き、IECとして最初のSyC標準
化活動をスタートした

IEC/Standardization Management Board (SMB)は
2016年2月会合で３つ目のSyCである、SyC 
electrotechnical aspects of Smart Cities の設立を
承認、本年7月15日の設立総会に向けて鋭意準備
を行っている
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Systems Approachの概要(1)

Systems Approachが必要な課題があると

SEGを組織→System標準化の予備作業

• 2年程度の活動期間

• 用語・概念の整理、Gap分析、Roadmap作成

• IECメンバ以外も参加可能
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Systems Approachの概要(2)

Systems Committeeを設立し、関連するTC/SC
の協力を得て

• Use Case を集めてUCMRに登録

• 既存規格を棚卸してMappingを作成

• Gap分析し標準化ニーズを発見、要求定義

• 関連TC/SCで規格作成

• 必要に応じてSyC自ら規格を作成の場合も
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Annex SP: Systems Committee

システムコミッティ（SyC）：
専門化された委員会で，合意済みの委任事項の範囲
内でシステムのインターフェース，機能性及び相互作
用に関する参照アーキテクチャ，ユースケース及び適
切な基準及びガイダンスを開発するために，製品レベ
ルではなくシステムレベルで作業する。SyC は，国際
規格及びその他の規格類を作成することができる。
SyC の機能は，一般的に従来のTC と同様であるが，
IEC コミュニティ外の利害関係者を代表するメンバーと
の効果的な連携と協力を確実にするために，特別な注
意を払う必要があるかもしれない
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Systems Approach 制度化の背景

SGはメンバーがIEC/NCに限定

一方、同じ様な役割の”ITU-T Focus Group”は、
ITU-Tメンバー以外からも参加可能

• Systems Evaluation Group に同じ仕組み

• しかし、Focus GroupのみでIECにSystems 
Approachを実現することは難しいと判断

IECでは、Systems Committee と Systems 
Resource Group を追加した
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Systems Approach for Smart Cities in IEC

2013-06 SMB会合にドイツがSmart Cities標準
化にSEG設立が必要と提案。同じSMB会合で決
まったSEGの最初の例としてSmart Cities が
SEG 1(第一号)となった。

この案件では2013年3月、ドイツと日本のSMB
委員間で事前にコンビーナを誰にするかを相談
2013年6月のドイツからSMB会合への提案文書
SMB/5025/DCには、日本がコンビーナであるこ
とが記述されていた
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SEG 1 Home Page

SEG 1: スクラッチでスタートした最初のSEG
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2016‐02 第155回SMB会合

SMB決議155/6 – SyC Electrotechnical Aspects 
of Smart Cities

SMBは、IEC中央事務局を幹事とする、SyC 
Electrotechnical Aspects of Smart Citiesの新
設を確認した。ISO/TMBメンバからのものを含
む投票時に提出されたコメントは、初回会議で
解決するべく当該SyCへ送られる。

SMBは、当該SyCの議長にDr Fumio Ueno
（上野文雄氏（東芝））を任命した
→アジア初のSyC議長
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SyC Smart Cities Electrotechnical aspects of Smart Cities

2016/06/19

 Scope

To foster the development of standards in the field of 
electrotechnology to help with the integration, interoperability and 
effectiveness of city systems.
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「よりスマートな世界」の実現に向けた３つの鍵

インテグレーション

• 幅広いステークホルダーの視点やアイディアを、構
想・設計・開発・継続的改善・成長の過程で調和され
た形で統合

• すべてのステークホルダーの国際協力のため、ベス
トプラクティスの共有を推進し、複雑なシステムの相
互接続性を確保するためのプラットフォームを提供
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「よりスマートな世界」の実現に向けた３つの鍵

多様性のなかでの共生

• 地理、歴史、文化、経済などの状況が異なる都市や
地域には、それぞれ異なった解決方法が必要

• 国際標準により、モジュール単位での相互接続性が
確保された最適な技術的解決方法を選択可能
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持続性

• 技術発展だけでなく、安定した経済的基盤と社会シ
ステムの中で実現、持続していく必要

• 持続的な発展・改善により規模を拡張していくことが
可能であるためには、国際標準による支援が必要
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「よりスマートな世界」の実現に向けた３つの鍵
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IEC/SEG 1のWGs → SyCで参考に

SEG 1では８つのWorking Groupで規格作成の可能性を検討

1. City service continuity → 日本提案
2. Urban planning and simulation system
3. City facilities management (CFM)
4. Use case – Smart home
5. Use case – Smart education
6. Smart cities assessment
7. Standards Development using cities effectively 

implementing Smart City projects as a piloting benchmark 
for Smart Cities Implementation

8. Mobility and logistics
これらの総てをSyC Smart Citiesとして取り組むことは難しい
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SyC Smart Citiesの課題 1

ISO, ITU, IEEE等と重複を避けながらの作業

都市インフラ、動力は電気、通信も電気で動い
ているから、その国際標準化はIECが？

SyC Smart Cities の標準化：

• 関係TC/SCの横のつながりを創る

• 規格作りは関係TC/SCで実行

国内では地域再開発等で Smart Communityが
実現できている→独自指標もある
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SyC Smart Citiesの課題 2

Cityに直接関係しているExpertsが不足

City毎に条件が違う

Cityの規格化→Management規格も候補だが
• しかし、IECはManagement規格を作らない

• ISOとのコラボも必要

SyC Secretaryは参加TC/SCの個別の影響力
を排除するためにIEC COが引き受け
• やはり、National Committeeに割り当てるべき？
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低炭素なエコタウン

災害時にもエネルギーを確保
・灯りと情報が途切れない
・周辺にも安⼼をあたえる

災害時にも灯りと情報が途切れない安全・安⼼なまち

太陽光発電と蓄電池の導⼊
・低炭素なモデル地区を形成

・分散電源の見える化を省エネ活動のみならず、
防災活動に活かす ・住民が参加する省エネ活動で低炭素なエコタウンを実現

地域エネルギーの安定化
・需要家側設備も需給調整ができる

住⺠参加しやすい仕組み
・⽣活に便利な機能を持たせる

災害時にも灯りと情報が途切れない安全・安心なまちづくり

例： 安全・安心なまちづくり
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宮古島メガソーラー実証研究設備
太陽光発電設備 4,000kW
蓄電池 4,100kW

実証研究設備

配電塔

送電線線路

既設風力発電所

既設発電所

池間島

下地島

伊良部島

来間島

宮古第二
発電所
40,000kW

大神島

宮古発電所
19,000kW

サデフネ風力1、2号機
1,800kW

宮古風力6号機
狩俣風力1、2号機

2,400kW

宮古ガスタービン

発電所15,000kW

宮古島マイクログリッドの設備概要

試験開始日：2010年10月15日
太陽光発電設備:4,000kW
最大総需要 約50MW
人口 約55,000人

例： 災害に強い電力インフラの実現
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例： 自立型水素エネルギー供給システム
「H2One™」
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ご清聴ありがとうございました

SMB日本代表委員/（株）東芝

平川秀治

shuji.hirakawa@toshiba.co.jp


